
ディオファントス方程式の解の数え上げをモチベーションとして      

 モンテカルロ法や数値積分について最近調べていること 

N.Y 

講演者はすうがく徒のつどい第 5 回でディオファントス方程式の解の数え上げを積分と無

限級数を含んだ式で表すことができるという内を話した。 

(https://math-tsudoi.jp/5/slides/N_Y_Big_Apple.pdf ) 

この内容を深めるために現在モンテカルロ法や数値積分について勉強中であるためその内

容について話したい。 

講演の前半はモチベーションとして第 5 回つどいで話したことプラスαの内容としてディ

オファントス方程式の数え上げの式があることで様々な「数え上げ」の式を(一応見た目上

は)閉じた式で表すことを見る。 

後半は講演者自身も勉強中の内容であるためどこまで非自明な内容を話せるかわからない

が前半で示した積分と無限級数を含む式を精度よく計算することをモチベーションとして

モンテカルロ積分をはじめとする数値積分について調べていることをできる限り話すつも

りである。 
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